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　直接基礎の性能規定型耐震設計における復旧性の照査では，
地震後の残留沈下量が重要な指標となる。沈下量の算定法とし
て，非線形特性を有する鉛直地盤ばねをフーチング全体に分布
させるモデルを提案し，静的載荷実験および振動実験の再現解
析によりその精度の検証を行った。その結果，直接基礎の回転

図　分布地盤ばねモデルによる静的実験シミュレーション結果
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挙動に伴う非線形挙動を精
度良く求めることが出来る
こと，沈下量を安全側に算
定できることが分かった
（図）。
　しかし，この手法は詳細
な解析を行う必要があるた
め，より実務的に地震後の
残留沈下量を評価する方法
として，基礎底面の塑性化
領域を指標とした底面塑性
化率による方法を提案した。
前述のモデルにより底面塑

性化率と沈下量の関係を検討した結果，底面塑性化率が大きい
ほど，地震時に発生する沈下量が急激に増大するが，底面塑性
化率を片側10～20％程度に抑えることで，この鉛直変位の急
激な増大を制限できることが分かった。
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